
スマートIoT推進フォーラム
2025年度活動状況

2026年3月16日

スマートIoT推進フォーラム第11回総会

スマートIoT推進フォーラム事務局

1



ﾈｯﾄﾜｰｸ等のIoT関連技術の開発・実証、標準化等

• 国内外の動向把握と技術・標準化戦略、普及展開戦略の検討 等

• 技術実証・社会実証を促進するテストベッドの要件とその利活用
促進策の検討 等

• IoTの活用等に必要な専門知識の要件に関する検討、技術開発
人材等の育成の推進 等

• 自律型モビリティシステムの早期実現に向けた技術開発、実証 等

• スマートシティの社会実証に向けた技術、課題の検討 等

• 異分野ソーシャルビッグデータの横断的な
流通・利活用を行うための課題の検討 等

IoT推進コンソーシアム

IoTセキュリティＷＧ
IoT推進ラボ

(先進的ﾓﾃﾞﾙ事業推進WG)
データ流通促進ＷＧ

ｽﾏｰﾄIoT推進ﾌｫｰﾗﾑ
 (技術開発WG）

座長：徳田英幸（情報通信研究機構 理事長）

会長：村井純（慶應義塾大学 教授）

会員数：2,534者 (2026年3月23日現在）

• マーケティング活動のトータルコーディネート
• アイデアソン等、イベントの開催
• ＩｏＴ導入事例収集支援と会員向け紹介

• 産学官の今後の戦略の策定や具体的なプロジェクト組
成、テストベッド活用ノウハウの共有、国際標準化活動
の推進を実施

• 各プロジェクト成果の情報共有、対外発表。また、具体的
な検討結果を技術戦略検討部会を通じ国際標準化へ向け
て議論を展開

テストベッド分科会

IoT人材育成分科会

スマートシティプロジェクト

異分野データ連携プロジェクト

IoT価値創造推進チーム

技術戦略検討部会
部会長：森川博之（東京大学教授）

研究開発・社会実証プロジェクト部会
部会長：下條 真司（青森大学教授）

自律型モビリティプロジェクト

技術・標準化分科会

スマートIoT推進フォーラムの体制図

国際連携ＷＧ
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2025年度スマートIoT推進委員一覧(2026年3月現在)

相田 仁     東京大学大学院 工学系研究科 教授 
小川 立夫 パナソニック ホールディングス株式会社  執行役員 グループCTO
木下 真吾 日本電信電話株式会社 執行役員 研究開発マーケティング本部 研究企画部門長

越塚 登     東京大学大学院 情報学環 教授 
佐藤 拓朗  早稲田大学理工学術院 理工学術院総合研究所 特任研究教授 
下條 真司 青森大学  ソフトウェア情報学部 教授
須藤 修  中央大学国際情報学部教授、東京大学名誉教授
徳田 英幸  国立研究開発法人情報通信研究機構 理事長 
西原 基夫  日本電気株式会社 取締役執行役員常務 兼CTO 
松下 雅仁  三菱電機株式会社 情報技術総合研究所 所長 
水野 晋吾  富士通株式会社 執行役員 EVP 
村井 純     慶應義塾大学 教授 
森川 博之  東京大学 大学院 工学系研究科 教授 
吉村 和幸  KDDI株式会社 取締役執行役員常務
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・IoT通信技術に関する国内外の動向把握と技術・標準化
戦略、普及展開戦略の検討等を実施。

・2025年度は分科会会合を11回開催し、累計で106回開催。
3つのタスクフォースにおいて、通信プロトコルおよび情報モデルの
整理、IoT活用事例の調査、エリアネットワーク運用管理規格
の検討、TR-1092の改定を実施するとともに、IoTによるインフ
ラ高度化に向けた標準化推進および事例整備を実施。

・IoT・ビッグデータ(BD)・人工知能(AI)等に関する、技術実
証・社会実証を促進するテストベッドの要件とその利活用促
進策の検討を行うことを目的とし、分科会、タスクフォース、各
種検討会にて活動。

・2025年度は、分科会会合を1回開催、データ分析・可視
化タスクフォース、ユーザ連携・循環進化検討タスクフォース、
データ連携・利活用タスクフォースで活動。B5Gネットワークタ
スクフォースではB5Gモバイルテストベッド共創ワークショップを
開催し、テストベットの利用者連携促進、B5Gの研究開発
促進を推進中。

技術・標準化分科会

テストベッド分科会

技術戦略検討部会 研究開発・社会実証プロジェクト部会

IoT価値創造推進チーム

2025年度 年間活動状況(各分科会・プロジェクト・チーム) 4

・各部会・分科会等の活動状況を踏まえた組織横断的な取
組みの推進、及び会員向けサービス拡充に向けた取組みを
推進。

・2025年度はチーム会合を1回開催。主な実績は、IoT導入
事例紹介10件、メールマガジン配信11件、会員向け情報
発信25件、連携団体イベント後援（ワイヤレステクノロジー
パーク、TTCセミナー等）3件。9年間の活動では、累計165
件のIoT導入事例を紹介。



技術・標準化分科会 活動報告

技術・標準化分科会長

北陸先端科学技術大学院大学
丹 康雄

スマートＩｏＴ推進フォーラム第１１回総会
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2025年度 主な活動成果 技術・標準化分科会

◼ 設置目的
IoT・ビッグデータ（BD）・人工知能（AI）等に関する国内外の動向把握と技術・標準化戦略、普及推進戦略等の検討

◼ 活動概要
会員内外からの講演を毎回1件、各TF、AdHocの報告、等からなる分科会会合を11回(8月を除く毎月)、TF会合を計20
回、開催。TTC IoTエリアネットワーク専門委員会等との連携により標準文書を作成

6

スマートIoT推進フォーラム

技術戦略検討部会

技術・標準化分科会（親会）
分科会長 丹 康雄(JAIST教授)

プロトコル・情報モデルTF(リーダ： OKI  高呂)

エリアネットワークOAM TF(リーダ代理：JAIST 丹)

インフラモニタリングTF(リーダ：OKI  川西)

IoT国際標準化AdHoc (不定期開催 リーダ： )

IoT調査AdHoc (不定期開催 リーダ：NTT-AT 大濱)

HP: https://smartiot-forum.jp/

HP: https://smartiot-forum.jp/tech-strategy/tech-std
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技術・標準化分科会 プロトコル・情報モデル TF

◼ 設置目的： IoTエリアネットワークのプロトコルや情報モデル技術に関する動向調査・標準化等の検討
◼ 検討方針(2024年度と同様)

(1) IoT向けに新しく出てきた通信技術に伴う、既存資料の更新。
(2) その新規技術についての検討を継続。

◼ 活動概要： 2025年4月～2026年3月まで会合を9回開催
来年度のデジタル田園都市国家構想推進交付金の申請の参考になる可能性がある内容を、①スマートIoT推進フォーラ
ムと、②TTCの最近の活動、の中から調査した。その結果Single Pair Ethernet（SPE）、Wi-Fi HaLow（802.11ah）を候補と
して抽出し、具体的な記載を検討している。以下に一部記載としてSPEの一部を示す。

（リーダ：OKI 高呂）

出典：TTC・SPEコンソーシアム共催セミナー Single pair Ethernet（SPE）の最新技術動向
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導入効果、データ収集：半日がかり→10分、費用：約30%減
上半分（赤枠）がSPE、下半分（薄青シェード部）はHD-PLC
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技術・標準化分科会 インフラモニタリング TF
（リーダ：OKI 川西）
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技術・標準化分科会 インフラモニタリング TF
（リーダ：OKI 川西）
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2025年度 技術・標準化分科会 主な標準化成果

1. TTC TR-1092「HTIPのIoTシステム適用に関する実装指針1 ～トポロジと機能配置～」を
改版し、第2版を発行(2025年9月)

2. 新しい地方経済・生活環境創生交付金デジタル実装型で活用可能な伝送技術をまとめ
たTTC TR/SRの発行に向けて作業中。来期は、IoTエリアネットワーク専門委員会のSWG
にで継続予定。
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技術・標準化分科会

•他の部会とは異なり、前のフォーラムから引っ越してきたという事情
がある

•遡ると1998年から開始した宅内情報通信・放送高度化フォーラムま
で行き着く
• 宅内情報通信・放送高度化フォーラム(DHF)

• 次世代IPネットワーク推進フォーラム 研究開発・標準化部会 ホームネット
ワークWG

• 新世代ネットワーク推進フォーラム IPネットワークWG レジデンシャルICT 
SWG

• スマートIoT推進フォーラム 技術・標準化分科会
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関連分野の流れ

1980

1990

2000

2010

2020

2030

マイコン登場

マイコン内蔵機器間リンクの開発

ISDN電話網開通 デジタル
ビデオ

IoT

インターネット普及

FA, OA, HA三兄弟

ISDNベースのホームネットワーク

IPベースへの移行

Web2.0

集合知

PF型

東日本大震災

スマートハウス(日本だけ)

スマートスピーカー

Deep Learning

Society5.0

デジタル田園都市国家構想
→新しい地方経済・生活環境
創生(地方創生2.0)
→地域未来戦略

2015- IoT推進コンソーシアム

GDPR

2017- DTA + DPC → 2021 DSA

セキュリティガイドライン
通信放送融合

PFのあり方の模索

2005-2010 次世代IPネットワーク推進フォーラム

2007-2014 新世代ネットワーク推進フォーラム

スマートシティリファレンスアーキテクチャ

ユビキタスコンピューティング

プライバシーガイドライン

デジ田交付金
→地方創生2.0交付金
→地域未来交付金

JGN JGN2

地デジ

2015-2026 スマートIoT推進フォーラム

サプライチェーンセキュリティ

自動車でのECU搭載

GPGPU

生成AI

ニューラルネット

スマートグリッド

スマートホーム

2004- TTC WG3600専門委員会1998-2004 宅内情報通信・放送高度化フォーラム

フィジカルAI
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一連のフォーラムでの活動の概要

•宅内情報通信・放送高度化フォーラム
• 通信放送融合
• 家電のデジタル化に伴い宅内ネットワークが現実味
• ホームバスからTCP/IPへ

•次世代IPネットワーク推進フォーラム
• プラットフォーム型の実現
• サービス実現の容易性

•新世代ネットワーク推進フォーラム
• 実用に耐える信頼性、管理・運用
• 管理運用技術（CWMP、HTIP）

• スマートIoT推進フォーラム
• 宅内からフィールド、自治体、政府への広がり
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今後に向けて

•日本国内では2018年ごろから5G、Beyond5Gに研究開発投資が集
中しており、一気にIoT界隈は寂れた感は否めない

• しかしながら、IoT技術に対するニーズは継続して存在おり、地道な
社会課題解決はもとより、昨今のフィジカルAIのように次の波も見え
ている

•技術的な蓄積も進んでおり、伝送媒体やデータリンク技術は新しい
ものが継続して登場しているうえ、データ連携基盤、データスペース、
AIとの連携でIoTシステムの全体像も大きく変わりつつある

•電力とデータで生きているAIを養うのはIoT
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情報技術の時間的な流れ

本来のユビキタス(1990)

クラウド(2009)

Web2.0
(2005)

ビッグデータ
(2013)

M2M、CPS、IoT(2015)

機械学習のAI
(2012)

5G(2020)

都市OS(2019)

データ連携基盤、異分野間連
(2017にDTA発足、2021年にDSAに)

DX(2021)

1990

1995

2000

2005

2010

2015

2020

2025

生成AI(2023)

()内は主に流行語として取り上げられた年

インターネット普及(1995)、定着(2004)

GPGPU
(2005)

論理の
AI

(1985)

アンチテーゼ

ニューラルネット
(1986)

対立

フィジカルAI(2025)

IMT2030(2030)

15



   トIoT推進フォ  ム 技術戦略検討部会

テストベッド分科会
10年間の活動総括

テ トベッド分科会長
名古屋大学 未来社会創造機構 教授

河口 信夫

第11回   トIoT推進フォ  ム総会 2026年3月16日

～テ トベッドの萌芽から 連携と循環進化で磨かれた１０年～

16



２５３６社（2025年１月16日現在）

17

テストベッド分科会 活動体制(２０２6年3月時点)
17



会議体 目的 リ ダ メンバ

テストベッド分科会
テ トベッドの在 方を議論

他フォ  ム   ソ  アムとの連携
名古屋大学
河口

-

ユ ザ連携・循環進化
検討タスクフォ ス

テ トベッド利用者間の連携促進及び
テ トベッドの循環進化創出の検討

名古屋大学
河口

TB利用者・
潜在利用者

B5Gネットワ ク
タスクフォ ス

B5G時代に向けたネットワ ク
テ トベッドの在 方を検討

九州工業大学
池永教授

現行メ バ

デ タ分析・可視化
タスクフォ ス

テ トベッドに実装すべきデ タ分析・
可視化機能を検討

名古屋大学
河口

現行メ バ

デ タ連携・利活用
タスクフォ ス

テ トベッドにおけるデ タ連携・
利活用の在 方を検討

NICT
永野  タ 長

現行メ バ

テストベッド分科会 活動体制(２０２6年3月時点)

18
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テストベッド分科会 ２０２５年度の活動

19

◼ 2025年度の活動方針
・これまでのタ クフォ  の活動成果を総括する議論をしたい

・今後（NICTの次期中長期）のテ トベッドのあ 方を議論したい

◼ 各タ クフォ  の活動予定

ユ ザ連携・循環進化検討タスクフォ ス 

 各タ クフォ  の活動成果等をと まとめて発表

デ タ分析・可視化タスクフォ ス 

 本TFが主体で開発したNICTデ タ分析・可視化ツ ルについて 
「高信頼・高可塑B5G/IoTテ トベッド」のDCCSとの連携

B5Gネットワ クタスクフォ ス

 現地参加型の ベ ト等を企画

デ タ連携・利活用タスクフォ ス

 他タ クフォ  との合同開催等で最新事例の共有

19



2025年度の活動成果紹介[1/4]

20出所）テ トベッド分科会, ユ ザ連携・循環進化検討TF, https://testbed.nict.go.jp/bunkakai/user-circ.html. 

ユ ザ連携・循環進化検討TF

◼ 第8回会合（2025年8月26日） 「AIサ ビス分野」
1. 「教育現場に特化した生成AI活用プ ットフォ ム- ク ルAI」

株式会社みんがく 代表取締役 佐藤雄太

2. 「AI を組み込んだプロダクト開発の事例紹介」  

株式会社モルフォ  アドバ ザ  神田武

◼ 第9回会合（2025年10月24日） 「プラットフォ ムサ ビス」

1. 「プロ   ブル  ッチを用いたTbps級匿名通信のJGN/P4/大陸間テ トベッド上での実証実験」

大阪大学大学院 情報科学研究科  准教授  小泉  佑揮

2. 「行動を“見える化”する社会基盤 リアル行動デ タプ ットフォ ム「Beacon Bank」の実践」

株式会社unerry    ト ティ事業開発  ネ ジャ  小坂  英智

3. 「自動車・蓄電池のカ ボ フットプリ ト(CFP)トレ サビリティサ ビ 提供の取 組み」

一般社団法人自動車・蓄電池トレ サビリティ推進  タ (ABtC) 代表理事 藤原  輝嘉

◼ 第10回会合（2025年12月9日） 「先進DX –人間拡張-」

1. 「人間拡張・遠隔作業支援基盤の研究開発」

TOPPAN株式会社  情報         事業本部 ソ  ャルビジネ   タ  渉外部２T（技術渉外）  池田  敦郎

同 ビジネ ト   フォ メ    事業部  デ タ＆テクノロジ 本部  AI  テ レ    部4T 荻野  孝士

2. 「BodySharing, 体験共有の未来」

H2L株式会社  代表取締役  玉城  絵美

第8回（１）発表    

第9回（１）発表    

  々な研究・開発分野における社会実装の
課題を共有し 検証基盤の役割や社会実装への
加速化への寄与 利用者間の協創支援方策 テ
 トベッドのエ   テム等を議論

20
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2025年度の活動成果紹介[2/4]

21

B5Gネットワ クTF

◼第7回会合（2025年9月19日）

◼ B5Gモバ ルテ トベッドの利活用上の課題等について意見交換

出所）テ トベッド分科会, B5Gネットワ クTF, https://testbed.nict.go.jp/bunkakai/b5g-NW.html.  

◼B5Gモバイ テストベッド共創ワ クショップ（2026年1月16日）

◼ 研究事例紹介：

1. 「TN-NTN統合ネットワ ク制御ア キテクチャ」

NICTネットワ ク研究所ネットワ クア キテクチャ研究室

研究 ネ ジャ  Ved Prasad Kafle 

2. 「Beyond 5G網における高度 ルチモ ダル情報の

End-to-Endリアルタ ム伝送の実証」

株式会社KDDI総合研究所XR部門    アエキ パ ト  堀内俊治  

◼ 実践 ッ   ：「RICの  タフェ  を共創する」

次期モバ ルテ トベッド整備の共同検討 
B5Gモバ ルテ トベッドの利活用促進 大学
や企業の連携・交流の場の促進
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2025年度の活動成果紹介[3/4]
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デ タ分析・可視化TF

◼第4回会合（2025年7月29日）

出所）テ トベッド分科会, デ タ分析・可視化TF, https://testbed.nict.go.jp/bunkakai/da-v.html. 

1. 「行政機関が主導する都市デジタルツ  」

株式会社三菱総合研究所 梅原 暢紘

2. 「デ タ分析・可視化ツ ルのDCCSサ ビ 化」

NICT 総合テ トベッド研究開発推進  タ  テ トベッド研究開発運用室 主任研究技術員 藤井 秀明

（１）発表    （2）発表    

TFで検討・試作したデ タ分析・可視化ツ 
ル（多 な時系列デ タを重ね合わせながら動
的に可視化）のDCCSサ ビ 化の整備状況を
共有。API化   テ 化等 TFで開発した技術
を実サ ビ へ組み込み ツ ル単体から
DCCS全体への価値向上へと発展

22
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2025年度の活動成果紹介[4/4]
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デ タ連携・利活用TF

◼第4回会合（2025年7月29日）

1. 「衛星通信用サ トダ バ  ティ技術における気象デ タの活用」

NICTネットワ ク研究所ワ ヤレ ネットワ ク研究  タ 宇宙通信  テム研究室 上席研究員 辻 宏之

2. 「社会実装推進に向けたテ トベッド整備」

NICT総合テ トベッド研究開発推進  タ  テ トベッド研究開発運用室  室長 寺西 裕一

（１）発表    （2）発表    

出所）テ トベッド分科会, デ タ連携・利活用TF, https://testbed.nict.go.jp/bunkakai/data-c.html. 

 デ タ利活用を中心とした“上位レ ヤ（価値
創出基盤）”の価値創出を担う要件の議論や社
会実装を見据えたユ     共有
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テストベッド分科会
10年間の活動総括

24

24



２０ ６年に設立されたテストベッド分科会 、 テストベッドの
設備・機能の高度化 、ユ ザ連携・循環進化に寄与した

本総括のサマリ

25

第1期：基盤高度化期
（2016–2020）

第2期：ユ ザ連携、社会 装期
（2021–2025）

NICT総合テストベッドの 流  況

総括
～分科会活動  じた収穫 、今後に向けた期待～

テストベッド分科会 10年間の活動

【本総括の構成】

25



社会のトピック 分科会の活動体制

2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025

コアメンバ会議（2016～2021）

NICT総合テストベッド活用研究会（2017年～継続中）

IoTキャラバンシステム テストベッド（2018～2025）

LPWAテストベッド（2018～2020検討、2020～YRPが運用継続中）

デ タ分析・可視化TF（2020～継続中）

ユ ザ連携・循環進化検討TF（２０２ ～継続中）

B5Gネットワ クTF（２０２２～継続中）

デ タ連携・利活用TF（2023～継続中）

分
科
会
の
活
動
体
制

社
会
的
の
ト
ピ
ッ
ク

次期NWテストベッド検討WG（２０ ９～２０２０）
次期NWテ トベッド検討WGで次世代テスト
ベッドのあり方 議論し、タスクフォ スへ橋渡し

「 アメ バ会議」に代わ  B5G時代にテストベッドが備えるべき要
件 見据え「タスクフォ ス」 設置。利活用推進を議論する体制構築

AlphaGoが世界トップ棋士に勝利。
ディ プラ ニング応用が社会 象に

世界初の5G商用提 が韓国 開始。
グロ バ に5G社会 装が始動

国内キャリアが5G商用提  開始

Facebookが“Meta”へ改称。
メタバ スへの関心がグロ バ に顕在化

OpenAIがChatGPT公開。
生成AIが一般ユ ザ層へ急速に普及

総務省「Beyond 5G推進戦略2.0」
次世代基盤の整備ロ ドマップ公表

Society 5.0  掲げた
「第5期科学技術基本計画」閣議決定

官民デ タの利活用 政府横断 進める
「官民デ タ活用推進基本法」成立

LPWAの国内商用展開開始

3GPP 5G NR（NSA）初版仕様合意

26

G7広島 AIプロセス
（開発者向け国際行動規範の公表）

総務省「Beyond 5G 推進戦略
 －6G へのロ ドマップ－」公表

ガバメントクラウド開始

総務省5G周波数割当
ロ カ 5G制度化

官・国際・民

ITU-R IMT-2030合意

「IoT元年」ビジネスや生活 
IoTが本格普及し始める

26



NICT総合テストベッドの 流（1999–2015）

• 「テストベッド」
＝新たな研究開発試作物 検証するための試験場・プラットフォ ム
– 技術 証、社会 証につながる研究開発の支援

– 人材（研究者、開発者、運用管理者）の育成

• 技術 証及び社会 証に 応したテストベッドの構築 利活用 促進するこ により、
広範なオ プンイノベ ション 創発するため「NICT総合テストベッド」 整備
（NICT第4期中長期計画）

27

出所） NICT 総合テ トベッド 国立研究開発法人 情報通信研究機構 総合テ トベッド研究開発推進  タ , https://www.soumu.go.jp/main_content/000551905.pdf, 
情報通信研究機構 (NICT) 経営企画部   プ  ノベ    推進本部 ソ  ャル ノベ    ユ ット 戦略的プロ  ム フィ 地域連携・産学連携推進室 総務省 島田淳一, ”第4
期中長期計画に基づく ＮＩＣＴの新たな研究開発・   プ  ノベ    戦略”, 平成28年, https://www.kiai.gr.jp/jigyou/h28/PDF/1201p2.pdf. 

• NICT  1999年より研究開発
目的 テストベッド 提 

– 実基盤テ トベッド環境

– エ  レ    テ トベッド環境

JGN, RISE, StarBED, JOSEなど

27
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NICT総合テストベッドの 況（２０２６年３月）

• 2026年3月現在 以下のテ トベッド環境を提供

28

高 頼・高可塑 B5G/IoT テストベッド

DCCS
（Data Centric Cloud 
Service）

多 なデ タとそれを活用する機能をWebAPIとしてユ ザ に提供し それらのデ タや
機能を活用したアプリ     やサ ビ の開発を可能とすることを目的としたテ トベッ
ドです。 

CyReal 証環境
IoTやCPSに関する技術が前提としている物理的な事柄を   レ    に  再現 エ
  レ     実  テムと統合し ICT技術の検証を可能とします。 大規模計算機環境
StarBEDのリソ  を用いて本環境を構築可能です。

B5Gモバイ 環境

Beyond 5Gに求められる多種多 なアプリ     を中心とした技術の研究開発・実証が
可能なモバ ルアプリ     実証環境 Open5GCore や Free5GC に るモバ ル 
アや基地局ソフトウェアの開発が可能なモバ ルネットワ ク開発環境及び28GHz帯 Sub-
6GHz帯基地局の無線エリアを備えるモバ ル基地局開発環境を提供します。 

B5G高 頼仮想化環境

国内の複数の拠点に分散配置された機能群を用いて ソフトウェア化されたネットワ ク機能
と仮想化技術に   リソ  を柔軟に配分可能とする高速で高信頼な次世代仮想化サ ビ
 環境と 光伝送装置のディ ア リゲ     ハ ドウェア・ソフトウェア分離及び  プ 
化に   光伝送技術の高度化を推進する光ホワ トボック 環境を提供します。 

大規模計算機環境
StarBED

国内外のアク  ポ  トを最大100Gbpsの広帯域な回線で接続し レ ヤ2・レ ヤ3接続 
仮想化サ ビ  光テ トベッド等の各種サ ビ を提供しています。 広域ネットワ ク環境
を用いて バックボ  ネットワ クからアプリ     まで多 な技術 サ ビ の検証が
可能です。 

AIデ タテストベッド
AI研究開発に利用可能な8つのジャ ルのデ タ ットを公開しています。各ジャ ルに含ま
れるデ タ ットの数や 公開対象のジャ ルの種類は 今後充実させていく予定です。 

※「JGN（国際回線・海外拠点）及びIoTゲ トウェ サ ビ 」 「P4実験環境」は2025年5月30日をもって新規利用申込の受付を停止。
2025年12月26日をもってサ ビ 終了。

※「キャ バ テ トベッド」は2024年3月25日をもって新規利用申込の受付を停止。2025年3月31日をもってサ ビ 終了。
※「JGN」のネットワ ク接続（L2/L3）サ ビ 単独での提供及び光テ トベッドの提供は2026年3月31日をもって終了。仮想化サ ビ は2025年12月末をもって終了。

28



第1期：基盤高度化期
（2016–2020）

29

29



分科会設立の目的

30

【テストベッド分科会の目的】
IoT・ビッ デ タ（BD）・人工知能（AI）等に関する 技術実証・社会 実証
を促進するテ トベッドの要件とその利活用促進策の検討を行うことを目
的としています。

【我が国のテストベッドに期待されるこ  ？】

・ビジネス・社会的に IoTへの 応待ったなし

・「競争的」な事業  なく「協調的」な活動  施

・単独  保持 きない「共 的」な設備・環境 整備

・それらの上 の知識やノウハウ 共有
第１回テ トベッド分科会

30



テストベッドへの期待 、分科会の進め方 以下のように定義・設計

分科会設立当初の課題 問い

31

ビジネス・社会のIoT 応

協調的な活動

単独 保持 きない
「共 的」な設備・環境の整備

知識・ノウハウ共有

分科会の進め方

【テストベッドに求められる要件  】
➢ どのような設備・機能 整備するべきか？
➢ 注力すべきテ マ・領域 何か？

テストベッドへの期待

31



①分科会の提言 、テストベッドの 装・高度化

32

⚫ IoTキャラバンシステムテストベッド

⚫ IoTデバイスペネトレ ションテストベッド

アプリ  ション系テストベッドの検討（例）

⚫ ワイヤレス系テストベッド  (5G/LPWA/MVNO)

⚫ デ タ収集・分配テストベッド

⚫ アナリティクステストベッド

要素技術系テストベッドの検討（例）

（ ）調査・議論 ：コアメンバ会議 重点テ マ・領域（案） 分担調査し、議論

（２）提言 ：分科会からテストベッド、関係セクタ へ提言・連携

〈実装事例① LPWAテ トベッド〉

〈実装事例② IoTキャ バ   テムテ トベッド〉

画像出所）①テ トベッド分科会, “LPWAテ トベッド”, https://testbed.nict.go.jp/bunkakai/LPWA-tb.html. 
②テ トベッド分科会, “IoTキャ バ   テムテ トベッド”, https://testbed.nict.go.jp/bunkakai/caravan-tb.html. 

★キャラバンテストベッドおよびLPWAテストベッド
 従来のテストベッド環境の連携により、
IoTにフォ カスした 証基盤 強化した

（３） 装 ：テストベッドが新たに提 され、ユ ザから新たな課題発見・要望
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②テストベッドの高度化 利便性向上

33

NICT総合テストベッド活用研究会
2016年度スマ トIoT推進フォ ラムテストベッド分科会の活動の一環 して設立

出所）テ トベッド分科会, “NICT総合テ トベッド活用研究会”, https://testbed.nict.go.jp/bunkakai/ict-tb_katsuyou.html. 
第6回テ トベッド分科会, “2-1 「各検討テ  におけるこれまでの活動結果と今後の予定」 (3）「NICT総合テ トベッド活用研究会」”, https://testbed.nict.go.jp/bunkakai/pdf/bunkakai-06-03.pdf.
出所）第10回テ トベッド分科会, “2-1「NICT総合テ トベッド 今中期プロジェクト成果報告」”, https://testbed.nict.go.jp/bunkakai/pdf/bunkakai-10-02-1.pdf. 

⚫ 会員が提供する自社のデバ   ソフトウェア デ タ等のサ ビ
 ・機能を 他の会員が試用できる仕組みを整備

⚫ GPUク ウドサ ビ 

⚫ デ タ可視化ソフトウェア

⚫ 気象・地理デ タ アプリ等

⚫ IoTキャ バ テ トベッドの一部機材

外部サ ビスの提  、新規ユ ザ取り込み

⚫ JGN(広域NW） ,JOSE（分散クラウド） ,RISE（SDN)
の一 りの機能 試せるよう試用環境 提 

⚫ メ   の申込のみ 試用可能（正式利用に 共同研究
契約）な運用

⚫ ユ ザの自助促進のため、情報共有ポ タ (Wiki) 
用意

利便性向上 ･･･NICT総合テ トベッド運用環境の整備

★NICT総合テストベッド活用研究会の取組により、簡易手続 の運用確立、外部ユ ザ の
連携等により、試用環境の拡充等が進められた

【2016～２０２０期 成果】
分科会 して基盤の高度化に向けた提言、利便性向上に取組んだ。
NICT総合テストベッド 300件 超える社会 証、IoT関連の
プロジェクトに利用され、社会展開につながる成果が多数見られた
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（参考）2021年度末時点のNICT総合テストベッド概要

34
出所）第10回テ トベッド分科会, “2-1「NICT総合テ トベッド 今中期プロジェクト成果報告」”, https://testbed.nict.go.jp/bunkakai/pdf/bunkakai-10-02-1.pdf.  
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• NICT第5期中長期計画との連携や Beyond5Gの実現を目指すうえで 
テ トベッドに求められる社会的な役割や ユ ザからの要望が変化・高度化してきた

→テ トベッド分科会では 次期ネットワ クテストベッド検討WGの設置・提言や ユ ザア   ト等から 
仮想化・IoT・5Gから循環進化してBeyond 5G 目指すNICT総合テストベッドの未来を検討した

ユ ザ連携、社会 装に向けた課題

35出所）第10回テ トベッド分科会, “2-4「NICT総合テ トベッドの今後について」”, https://testbed.nict.go.jp/bunkakai/pdf/bunkakai-10-02-4.pdf.  
次期NWテ トベッド検討WG, “次期ネットワ クテ トベッド報告書 暫定と まとめ  ”, https://testbed.nict.go.jp/bunkakai/pdf/next-NWTB.pdf. 
第8回テ トベッド分科会, “2-1（3）「NICT総合テ トベッド活用研究会」”, https://testbed.nict.go.jp/bunkakai/pdf/bunkakai-08-01-3.pdf. 

【取り組みの方向性】
➢Ｂｅｙｏｎｄ５Ｇの  に向けて分科会の場 活用し、
テストベッドユ ザ間の連携 、循環進化 促進
➢タスクフォ ス方式 テストベッドの課題 議論

〈次期ネットワ クテ トベッド検討WG 提言〉 〈NICT 新しいテ トベッドの方向性 (案)〉

〈教育機関を対象としたユ ザ   調査結果〉

【主な   】

デ タ収集サ ビ /機器 アプリ     開発
ツ ル デ タ分析アプリ     

研究者との交流 実証研究サポ ト   テ ト 

機能面

非機能面
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第2期：ユ ザ連携、社会 装期
（2021–2025）
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会議体 目的 リ ダ メンバ

テストベッド分科会
テ トベッドの在 方を議論

他フォ  ム   ソ  アムとの連携
名古屋大学
河口

-

ユ ザ連携・循環進化
検討タスクフォ ス

テ トベッド利用者間の連携促進及び
テ トベッドの循環進化創出の検討

名古屋大学
河口

TB利用者・
潜在利用者

B5Gネットワ ク
タスクフォ ス

B5G時代に向けたネットワ ク
テ トベッドの在 方を検討

九州工業大学
池永教授

現行メ バ

デ タ分析・可視化
タスクフォ ス

テ トベッドに実装すべきデ タ分析・
可視化機能を検討

名古屋大学
河口

現行メ バ

デ タ連携・利活用
タスクフォ ス

テ トベッドにおけるデ タ連携・
利活用の在 方を検討

NICT
永野  タ 長

現行メ バ

テストベッド分科会 活動体制(２０２6年3月時点) ※再掲
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タスクフォ スによる活動の成果

テストベッド分科会 タスクフォ ス体制

⚫ テ トベッド利用者
間の連携促進

⚫ 複数テ トベッド間
の循環進化創出の
検討

⚫ テ トベッド未利用
ユ ザとの意見交換

ユ ザ連携・循環進化

⚫ B5Gモバ ルテ 

トベッドハ    

体験会（24年3月）

⚫ B5Gモバ ルテ 

トベッド実証 ベ 

ト（25年1月）

B5Gネットワ ク

⚫ NICT保有デ タ 

NICT外機関保有

のデ タの利活用

（エ   テム構

築）の検討

デ タ連携・利活用

⚫ デ タ分析・可視化

サ プルプロ  ム

の公開 事例研究

⚫ 機能拡張 DCCS

への取込構想

デ タ分析・可視化

⚫ ユ ザ連携TF×B5GTF合同開催
（22年6月、23年9月、24年12月）

⚫ デ タ分析・可視化×デ タ連携・利活用合同開催
（25年7月）

タスクフォ ス間の連携

⚫ 高 頼・高可塑Beyond 5G/IoTテストベッド
シンポジウム（22年1月、22年12月）

⚫ よろず相談会（23年９月）

外部 の共同 証・イベント

【2021～２０２5期 成果】
テ マご に検討 行い、同時にタスクフォ ス間の連携 図った。
ユ ザの声  じて、ユ ザ テストベッドが共に連携・循環進化する姿に向け、
テストベッド分科会 これらタスクフォ スの活動 共有し、提言 行った
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総括
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進展の整理

40

テストベッド提 内容の

重点強化テ マ 提言

テ マ別検討
×

タスクフォ ス間連携

基盤高度化期
（2016–2020）

ユ ザ連携、
社会 装期

（2021–2025）

テストベッドの利便性向上

既存ユ ザの利用喚起
×

新規ユ ザの呼び込み

検討テ マの充 化 ユ ザの利便性

【ユ ザ連携・循環進化の取組が定常化した】

社会 装に向けてテストベッド 使ってもらい、ユ ザ間・テストベッド間 

新たな価値の創出・連鎖 生む循環に寄与した
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• ユ ザ連携の広がり 循環進化 促す取組に、テストベッド分科会が大きく貢献

ユ ザ連携の広がり 循環進化

41

1

3

24

ユ ザの声の
取り込み

社会 装/
ユ ザ、

テストベッド
の課題発見

テストベッド
の高度化

新たな技術 証・
社会 装への検証

連携・
循環進化

ユ ザ連携・循環進化TF
• ユ ザの生の声の取り込み
• 利活用事例の共有
• ユ ザ間の連携促進
• テストベッド間の連携推進

B5Gネットワ クTF
• 次世代のネットワ クテス
トベッドの要件検討

• ネットワ ク研究者・企業等
の研究開発動向把握、反映

デ タ分析・可視化/連携・利活用TF
• テストベッドに関連するデ タの活用・連携
（NICT内外、ユ ザ保有 問わず検討）

〈テ トベッド分科会・タ クフォ  が寄与した ユ ザとテ トベッドの連携・循環進化〉

41



分科会活動の成果 今後の期待

42

【活動】

⚫ 社会情勢の変化や政策動向をとらえ そ
れらを活動計画や議論のテ  に反映さ
せ ユ     創出やテ トベッドに対
する要望の集約 普及展開に関する議論
を推進
→テストベッドの高度化、機能連携の促進、テ
ストベッド利用障壁の低減（試用機会の提 
等）が  

【体制】

⚫ テ トベッド分科会（親会）×
 アメ バ会議/タ クフォ  （子会）
を通じた連携・枠組み
→異分野交流の場 して機能

テストベッド分科会の成果（概要）

【各主体】

⚫ 左記成果を踏まえ テ トベッドを活用し
たB5G・IoT技術の社会実装の継続

⚫ 社会的   に対応するテ トベッド機
能の提案や持寄 （AIなど新領域）

【NICT】

⚫ 大学や タ トアップ等が保有する技術
   と社会実装を担う企業   を結
び付けるハブ機能を  一層強化するた
めの新たな    ティの形成

⚫ 各主体が持ち寄った技術をテ トベッド
に取 込む仕組みの整備（社会実装まで
をつなぐ  プ でフレキ ブルな実証
環境・枠組みの実現等）

今後への期待

• 各主体が、テストベッド分科会の活動  じて得られた成果や分野・組織 超えた連携 基
盤 し、今後のB5G・IoT技術の更なる社会 装に貢献するこ  期待

• NICT 、新たなコミュニティ形成  じてハ 機能 より一層強化する  もに、ステ 
クホ ダの提案・要望 テストベッドに取り入れる具体的な仕組みの整備 期待
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NICTのテストベッド基盤に
分科会の議論・提言による

連携 循環が加わり、進化した10年

43

次なる進化にも、
ご期待 ご協力 お願いします

43



IoT価値創造推進チ ム
2025年度活動報告

稲田修一
技術経営士情報未来創研代表

2026年3月16日

   トIoT推進フォ  ム第11回総会



チ ム体制

組織横断的な活動の活性化や会員サ ビス強化施策の企画・推進 担務
するチ ム 技術戦略検討部会及び研究開発・社会 証プロジェクト部
会の下に設置

ＩｏＴ推進コンソ シアム

スマ トＩｏＴ推進フォ ラム

技術戦略検討部会

技術・標準化分科会

テストベッド分科会

ＩｏＴ人材育成分科会

ＩｏＴ価値創造推進チ ム
 

研究開発・社会 証
プロジェクト部会 自律型モビリティプロジェクト

スマ トシティプロジェクト

異分野デ タ連携プロジェクト

座長／徳田  英幸［ 情報  研究機構  理事長 ］

部会長／森川  博之

［東京大学大学院工学系研究科教授 ］

部会長／ 條  真司

［青森大学 ソフトウェア情報学部教授 ］

チ ムリ ダ ／稲田  修一
［ 技術経営士 情報未来創研 代表 ］
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2025年度チ ムメンバ 
46

チ ムリ ダ 

サポ トメンバ 

稲田  修一［技術経営士 情報未来創研 代表］

高西  治［ 株式会社タカヤコミュニ  ションズ ］

新井 茂成［ Ｍｉｎｔｏｍｏ株式会社 ］ 高橋 紀之［ ＮＴＴアドバンステクノロジ株式会社 ］

露木 聡［ ナッジ株式会社 ］

チ ムリ ダ 代理

鉄川  貴志［ 新世代Ｍ２Ｍコンソ シアム 理事 ］

山本  邦彦［ 国立研究開発法人  情報  研究機構 ］(2025年12月ま )

宗宮 利夫［ 国立研究開発法人  情報  研究機構 ］(2026年1月より)

事務局

角方 重明［ 一般社団法人 情報  技術委員会］



チ ムの役割

各部会、分科会・プロジェクトの活動状況等 踏まえ、
『組織横断的な取組み』及び『会員向けサ ビス拡充』に向けた取組み 
企画・推進

《 主な取組み 》

（1） マ  ティング活動のト タ コ ディネ ト

・ ＨＰのタイムリ な更改
・ 情報集約 効果的な情報発 （アピ  ）
・ 他団体 の連携

（2） 会員等 連携したイベントの開催

（3） IoT・AIなどの導入事例の収集 会員向け紹介
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今年度の主な動き
年間活動 --- ＩｏＴ導入事例紹介 事例のオンライン取材（８件）

 ＩｏＴ導入事例紹介 記事 HPに掲載（9件）
 ＩｏＴ導入事例紹介 メ  マガジン発行（７件＋総集編4件） 

月別活動
  

２０２５年５月

６月

‐‐‐

‐‐‐

イベント後援
「ワイヤレステクノロジ パ ク(WTP）202５」

ＩｏＴ導入事例紹介 
昨年度の総集編のメ  マガジン発行（２回）

８月 ‐‐‐ イベント後援 TTCセミナ 
「未来につなぐNTNの可能性 ～自然災害に強い安心な世界へ～」

2026年 ２月 ‐‐‐ 第 6回チ ム会合[リモ ト] 『議題：2025年度の活動 績のま め 等』
イベント後援 TTC・SPEコンソ シアム共催セミナ 
「Single pair Ethernet（SPE）の最新技術動向」

３月 --- 今年度の総集編のメ  マガジン発行（２回）
スマ トＩｏＴ推進フォ ラム 第11回総会
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会員向け情報発 （全会員へのメ  配 ）

・フォ ラム活動に関する情報発     ：  2 件    ［18件］
・外部情報の提 （公募、意見募集等）  ：   1件     ［   5件］
・外部イベント・セミナ 等の案内   ：   ３件     ［   8件］

活動 績（その ）

（1） マ  ティング活動のト タ コ ディネ ト（202６年２月２７日 在）

他団体 の連携

・ IoT推進フォ ラムの後援名義付与 ： ０３件    ［   ３件］
・ 波技術協会の 波技術協会会報誌へ取材事例記事 掲載 (２０２６年３月掲載予定)
・東京都立産業技術研究センタ の IoT事例検索機能 の連携

（参考）
昨年度実績
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（２） ＩｏＴ導入事例の紹介

導入事例件数 協力いただいた企業

取材した事例
7件

OUI、古野 気、エムスクエア・ラボ、ミズリンクス、名古屋大学、
NTTドコモ(２件) ［1２件］

HP掲載事例
9件（内投稿： 件）

ヤマトシステム開発、OUI、古野 気、エムスクエア・ラボ、
ミズリンクス、SAS Institute Japan、名古屋大学、
NTTドコモ(２件)

［ 2件］

メ マガ配 

11件

上記の会員の事例 中心に、昨年度、今年度の総括
も合わせて

｢ここに注目！IoT先進企業訪問記｣
 配 

［7件］

（参考）
昨年度実績

活動 績（その２） 50

◼ IoT/AIの 装が本格化する中 、社会課題解決 起点 したDX、画像・映像デ タの高度活
用、多様な関係者 の共創による価値創出など、 装段階に進んだ多くの先進事例 紹介しま
した。

◼ 今年度、昨年度の事例紹介 カテゴリ に分けて総括したメ  マガジン 計４回発行。



【2022年度】

課題解決 見える化   プ  機械学習 DX

【2023年度】

人手不足・省人化 自動化    ト DX AI

【2024年度】

地域課題 価値創造 位置情報    ト DX  AI  生成AI

【2025年度】

社会課題 画像・映像デ タ 共創 DX AI 生成AI

512022年度～2025年度のキ ワ ドの変化



1. 古野電気⇒地域との共創で山間部の通信圏外を克服し 林業現場
の危険作業の遠隔化に挑戦

2. エム クエア・ ボ⇒「やさいバ 」「電動車椅子ベ  の協働型ロ
ボット」などで農業分野の社会課題を解決。ソリ     の一部は
  ドに展開

3.   リ ク ⇒海中環境の可視化に  藻場再生や食害対策など
の漁業分野の社会課題解決に挑戦

4. 名古屋大学⇒人流デ タの  プ 化で高山市の観光に関する社
会課題の発見・解決

5. ヤ ト  テム開発⇒IoT活用で高 キ リティ輸送に対する顧客
   に対応

522025年度のIoT導入事例の概要①



6. OUI⇒   トフォ を利用する眼科診療機器を開発し 眼科医が
少ない開発途上国などの眼科医療革命に挑戦 機器は60か国以
上で導入実績

7. SAS Institute Japan⇒生成AIの活用でチ  停・ドカ停など
の製造業の予防保全を高度化

8. NTTド モ⇒秘匿クロ 統計技術を開発し プ  バ  を守 な
がら異業種間のデ タ連携を実現

9. NTTド モ⇒   トフォ の利用ロ をAI解析し 「フレ ル推
定AI」などのヘル  アAIを社会実装

532025年度のIoT導入事例の概要②



ＩｏＴ導入事例紹介の 績(２０ ７年 ２月～２０２6年３月）
54

今までに掲載した事例数の累計が

1６4(２０２６年3月現在)とな ました



• 2017年の活動開始以降 IoT導入事例の収集・発信を軸に ビジネ モデル構築と会員サ ビ 拡充に
取 組み 9年間で累計164件の事例を蓄積しました。

• 実証中心だったIoT活用は DXやAI 生成AIの進展とともに実装・事業化フェ  へと発展し 価値創造
の ピ ドと広が が加速しました。

• フォ  ム活動は一旦休止とな ますが 蓄積された事例と知見は今後の挑戦を支える 産として継承さ
れ 次世代の価値創造へとつながっていきます。

9年間の活動 振り返って①

注：スマートＩｏＴ推進フォーラムのホームページに掲載されているＩｏＴ導入事
例の数とこの累積数は、途中で掲載をとりやめた事例があるため一致しない。
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【IoT導入事例集の作成】

•当初 事例の投稿が少ないという課題に直面

⇒ 取材事例を増やすことで乗 切 を検討

• 取材先確保も難しいという課題に直面

⇒ 地方総合通信局などの推薦などで取材先を確保

• IoT導入事例の掲載数が100を超えた2021年くらいからは 
取材先確保の問題は緩和

⇒ 技術ではなく 価値創造プロ  と課題解決の鍵や経緯

に力点（IoTでは「ビジネ モデルという仕組みの構築が重

要」というIoTの本質を描く方向性を強化）

569年間の活動 振り返って②



【IoT導入事例集の自己評価】

• 事例の紹介＋日本の産業・社会の変化をトレ  

特定業務の効率化・モ タ ⇒ プロ  全体の総合管理

製造業・農業・建設等中心 ⇒ あらゆる業種に拡大

IoT ⇒ ＋ドロ  ・ロボット ⇒ ＋LPWA・ロ カル5G

⇒ ＋DX・AI・生成AI

• 情報発信だけでなく  レッジ共有のプ ットフォ ム化

• 多 な視点の提供

IoT導入事例紹介：課題の解決方法などを導入者・提供者の視点で紹介

ここに注目！IoT先進企業訪問記：第三者的視点で成功要因や新たに創出した

価値を解説

579年間の活動 振り返って③



多くの取材先の方々のご協力 取材先を紹介して下さっ
た方々のご協力 それから一緒に取材・執筆を行ったIoT
価値創造推進チ ムの事務局の方々の献身に支えられ
た9年間でした。

この場を借 て 心  御礼を

申し上げます。

あ がとうございました。

58最後に
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